
R6 地域こん談会まとめ

案件番
号 自治会名 こん談案件 回答内容 回答者 取組状況 取組状況の説明事項

1
篠町自治
会

市道堂山線における交差点安全対策につい
て

　市道堂山線における交通安全対策につい
て亀岡市に要望書を提出しており、国道９号
との交差点部がヘアピン形状であるため京
都市側からの左折が極めて困難な状況で、遠
方の交差点でUターンして右折で進入、また
府道王子並河線から市道を通り国道を横断
する形でも進入されており、非常に危険で過
去にも何度か交通事故が発生している。近年
は、サッカー観戦後の車両が府道から国道へ
抜け道として利用され常に渋滞が発生し、地
元住民の日常生活に支障をきたしている。
ついては、当該市道の交差点部の早急な安
全対策を要望する。

（まちづくり推進部長）
市道堂山線については、周辺住民皆様の唯一の生活道路でありながら、国道９号と
の接続形状が悪く、幅員も狭小であり、線形上見通しの悪い個所もあることから、
通行に支障をきたしている状況であることは認識しており、令和５年１月及び令和
６年６月に、篠町自治会長及び王子区長から当該路線における交差点の安全対策
の要望書が提出されています。
令和４年度から地元役員の方を中心に、当路線の整備方法等についての協議や現
地立会をお世話になりながら、関係機関との協議も行ってきました。
その経過の中で、当該路線の事業化の優先順位をあげるためには、道路事業に必
要となる用地を寄付していただきたい旨を示しており、今後も用地協力が得られる
ようご協力をお願いしたく思います。
1.今後、用地協力に一定の目途がついてたら、道路整備に向けた協議をしたいと考
えていますが、現在市内一円多数の路線において事業を進めているところであり、
当路線の事業化については、亀岡市全体の中で緊急度、重要度を鑑みて判断してし
たいと考えております。まずは、現在篠町において事業を進めている街路事業馬堀
停車場篠線、市道柏原森線柏原工区及び広田工区、篠ランプ９号篠インター地区及
び洗川地区、市道馬堀国道線における道路事業が早期に完成できるよう取り組ん
でいきたいと考えています。

（市長）
2.市道堂山線の整備を含め、当路線周辺地域の住民の皆様にとって、使いやすく
安全な道路とするためにはどのような計画としたら良いかを一度検討し、概算費用
を算定するとともに、事業実施に当たってどの程度の用地が必要となるか等を住
民の皆様に提示できるようにしていきたいと思います。

市長
まちづくり
推進部長

１.①実施
２.③検討

こん談会時の回答のとおりですが、①事業
化については令和６年9月議会にて実施済
みであり、現在、設計業務の発注準備中で
す。

2ー１
篠町自治
会

市道中矢田篠線（夕日ヶ丘地区）の交通安全
対策について

昨年度、市道夕日ヶ丘８号線との交差点部へ
信号機設置、横断歩道設置について府民協
働型インフラ保全事業で地元区から京都府へ
要望しましたが、実現が難しいという回答
だった。
今年度は、歩行者専用の押しボタン式信号や
横断歩道等の設置を再度、京都府へ要望しま
すので、実現に向け京都府への働きかけをお
願いしたい。

市道中矢田篠線については、歩行者専用の押しボタン式信号や横断歩道等を設置
するため、京都府公安委員会に直接ご提案いただける「府民協働型インフラ保全事
業」に地元自治会から、再度、応募をいただいています。
警察署に確認したところ、現在のＴ字路が十字路に整備される予定があるなどか
ら、まだ整備途中であるため、今回の要望内容が採択されるのは難しいと聞いてい
ます。
しかし、本市としても、なるべく早期に、信号や横断歩道等を設置していただけるよ
う関係部署で連携するとともに、亀岡警察署等に対して交通安全対策を講じてい
ただけるよう取り組みを進めていきたいと考えています。

総務部長 ⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

2ー２
篠町自治
会

市道中矢田篠線（夕日ヶ丘地区）の交通安全
対策について

篠町夕日ヶ丘地区の市道中矢田篠線は、ド
ラッグストアや公園に向かう住民や子ども達
が横断することが多く、大変危険な状態。
また、道路管理者として、何か交通安全対策
ができないか検討をお願いする。

当該箇所の安全対策として、まずは歩行者用信号機や横断歩道の整備状況及び交
通状況を踏まえ、亀岡警察署等、関係機関と協議を行い、有効な安全対策を検討し
ていきたいと考えています。
また、当該箇所にカーブミラーを設置することが可能か検討するため、地元役員の
方と共に現地立会いを行いたいと思います。

まちづくり
推進部長

③検討 こん談会時の回答のとおりです。
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【質問等】
中間報告でもいいので、今はこういう状況と
か、まだもう少し時間かかるとか、教えてほし
い。

信号、横断歩道、そして、道路改良などは、京都府の公安委員会の案件ですので、
我々ももちろん京都府に要望しますが、地元の方も（府会議員を通じて）要望してい
ただければありがたいと思います。

市長
（まちづく
り推進部

長）

④要望 こん談会時の回答のとおりです。

3ー１
篠町自治
会

認定外道路改修にかかる地元負担の軽減に
ついて

今年度、川西地区、第一紫明地区、柏原地区
において、水道工事が実施される予定。当該
地区は、ほとんどが認定外道路であり、か
つ、通学路にもなっている。
その為、以前より地元住民から舗装整備の要
望が出ているが、地元負担が大き過ぎるた
め、実現に至っていない。
今般、市の水道工事と合わせ舗装工事を行う
ことで、地元負担が極力軽減できるようにし
たいと考えている。
ついては、市補助金の活用や地元住民と舗
装業者との負担割合の調整等について円滑
に進むよう亀岡市のご配慮をお願いしたい。

（まちづくり推進部長)
認定外道路の舗装工事については、地元が実施される工事に亀岡市が補助金を交
付する形であり、地元が工事内容及び工事業者を選定する等、地元に主体となって
いただく必要があります。
今回は、市の水道工事が施工されていることから、舗装工事業者との相談により、
併せて施工することで費用を抑えることが出来る場合もあると考えられますので、
認定外道路補助金（補助５０%)の活用の進め方等は、土木管理課にご相談いただ
きますよう、よろしくお願いいたします。
また、準市道認定を受けた道路であれば、舗装工事等に係る事業費の9割を市が負
担するという制度があります。その制度が当該路線で活用できるか現在検討を進
めているところです。

(市長）
準市道認定について、現行基準であれば市街化区域の道路は原則認定対象外とな
ります。今後、基準の見直しを検討していきたいと考えます。
ふるさと納税を活用した「ふるさと亀岡自治活動応援交付金制度」があります。自
治会として寄附を集めることも考えていただきたいと思います。

市長
まちづくり
推進部長

①実施

１０月に「亀岡市準市道認定基準要綱及び亀
岡市道路整備事業補助金交付要綱」の一部
を改正し、市街化調整区域内又は都市計画
区域外の地域に限定していた準市道の対象
区域を市内全域に拡大したところです。

3ー２
篠町自治
会

認定外道路改修にかかる地元負担の軽減に
ついて

現在施工している水道老朽管更新工事については、鋭意進めており、工期は11月
末までを予定しています。
工事完了後、引き続き、今年度末から来年度にかけて道路復旧工事を実施する予
定としています。
水道工事後の道路復旧については、原状復旧となります。
なお、地元において、補助金の活用など、砂利道等の舗装工事をお考えで、水道の
道路復旧工事と同時期の工事を希望される場合は、舗装業者との調整を、上下水
道部としてご支援ができると考えています。
また、今回の工事区間には入っていませんが、工事車両が王子並河線から入ってく
る部分については、工事車両が何度も行き来する中でアスファルトがかなり傷んで
いると担当から報告を受けており、舗装復旧を検討させていただきたいと考えて
います。

上下水道
部長

②実施予定

水道工事完了後、引き続き、今年度末から
来年度にかけて、水道工事実施箇所の道路
舗装復旧工事を原状復旧にて実施する予定
としています。

【質問等】
確認ですが、今アスファルトになっていると
ころを取って、水道管を入れた道路について
は、全面を復旧してもらえるか。

原状がアスファルト部分については、復旧もアスファルトということです。
一部とったところだけということもありますし、全面めくる所は、全面アスファルト
舗装となります。
仮設をさせてもらう区間は、市道復旧基準に基づいた対応をさせていただくこと
になります。
そのあたりの細かい詳細な点についても、現場の担当者が、報告やご相談をさせて
いただいていると思いますので、引き続きご相談いただけたらと思います。

上下水道
部長

③検討 こん談会時の回答のとおりです。
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【質問等】
では、今舗装できてない砂利道のところは、
基本は砂利道で復旧するということで、その
後舗装する前は舗装業者と地元で相談して
くださいということか。

そうです。
上下水道

部長
⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

4
篠町自治
会

桂川河川敷の整備については、「保津川かわ
まちづくり構想」により左岸（保津町側）方面
から順次整備されているが、右岸（篠町側）に
ついては整備が遅れている。
篠町は人口が多い一方で、公共の広場やス
ポーツ・住民交流のスペースが少なく住民
は、このかわまちづくり構想に期待している。
なお現状、年谷川から西川にかけての河川敷
はススキや雑草が覆い茂っており、有害鳥獣
の巣にもなっている。
環境保全と有害鳥獣対策を兼ねた野焼き等
の実施も検討していただきたい。
今後、住民交流エリアや環境保全エリアとし
ての河川敷の早期整備が実現できるよう京
都府への働きかけを要望する。

　桂川河川改修事業と連携して、“かわづくり”“まちづくり”について協議・調整を
行う「保津川かわまちづくり推進協議会」が設置されており、平成２３年度に「保津
川かわまちづくり計画」を策定し、平成２５年度には左岸・右岸の高水敷を含めた全
体の土地利用計画が承認されています。
　右岸高水敷エリアの整備については、コロナ禍において長期間協議が出来ていま
せんでしたが令和６年２月２１日に今後の取り組みを検討する第９回保津川かわま
ちづくり推進協議会を開催し、その中で全体の土地利用計画は現状あるものの、再
度、右岸高水敷を担当するワーキングメンバー全員で現地の状況を見に行き、現状
を見る中で、今後の具体的な整備内容を検討することとなっています。
　本市としても、河川敷の早期整備が実現できますよう、引き続き京都府と連携し
て取り組んでいきたいと考えています。

まちづくり
推進部長

③検討
１０月２９日（火）にワーキングメンバーで現
地確認を実施し、２月１７日（月）にWG長会
議で整備内容を検討しました。

【質問等】
有害鳥獣対策について

有害鳥獣の駆除の関係ですが、特に篠町からは山本地区や王子区の猿の被害をよ
く聞いています。猿の駆除はなかなか難しいこともあり、煙火花火を使用する方法
が一定追い払うことができると評価していますが、煙火を扱うためには研修を受け
る必要があります。煙火取扱い講習会を受けていただいたら、例えばですが、強力
な花火等を取り扱うことができます。秋には講習会をご案内させていただいて、今
年度内に受講していただきたいと思っています。
また、京都府で事業として集落診断というようなものもありますので、それも新た
に取り入れて、篠町エリアの有害鳥獣対策を京都府と一緒になって考えていきたい
と思います。

産業観光
部長

①実施
2月26日に煙火講習会を開催し、篠町では
10名の方に資格取得いただいたところで
す。
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【質問等】
横田農園への指導について
シラサギの大群、地域計画の活用について

横田農園ですが、環境政策課とも連携をしながら、農林振興課と農業委員会で先日
現場に行かせていただき、現場指導を行いました。家畜としてではなく、自分たち
の食用として飼われていますので、引き続き関係機関とも連携をして対応していき
たいと思います。

シラサギの巣営ですが、野鳥のことでもあり対応は難しいところですが、関係部署
と相談をしながら対応をしていきたいと思っています。

地域計画については、今年度内3月までに策定ということで、18地区の旧村単位
で策定をしていき、最終的には亀岡市が策定をするということになります。今、農
業委員会とも協力して、地元にも入らせていただいていますが、亀岡市農林振興課
と農業委員会とも連携をしてサポートをさせていただき、年度内に計画を一緒に取
りまとめていきたいと考えておりますのでよろしくお願いします。

産業観光
部長

①実施
シラサギの追い払いにつきましては、必要
に応じて農林振興課でロケット花火を配布
していますので、ご利用ください。

5
篠町自治
会

東部児童館が新たに東部文化センター隣に
移転整備された。また、旧児童館の撤去と駐
車場整備及びプールの撤去、公園整備等の
計画があると聞いている。
篠町は、人口が多い一方で公共のスペースが
少なく、この東部文化センター周辺エリアを
東部地区の住民交流中核エリアと位置づけ、
文化センター、児童館、公園、駐車場等も含
め、当該エリアを屋内外利用できる交流会場
として、また、災害時の避難場所として、多目
的かつ一体的利用ができるような整備を要
望する。
公園整備にあたっては、子どもから高齢者ま
で利用できるユニバーサルデザイン遊具の設
置、多目的トイレの設置、災害時のマンホール
トイレの設置等を要望する。
また、近隣住民に配慮した防球ネットの整
備、砂塵防止対策等を要望する。

東部文化センター一帯については、東部児童館の移転整備をはじめ、今後も旧児童
館の撤去に伴う整備を進めるほか、東部市民プールの除却および隣接する野条公
園を含めた公園の拡張を視野に入れた整備を検討しています。
今年６月には、篠町自治会をはじめ地元住民の代表者、保育所、小・中学校から
様々なご意見を伺う場としてワークショップを開催したところであり、意見の集約
に向けて、引き続きワークショップを開催していきたいと考えています。
公園整備にあたっては、バリアフリーに対応した設備を整えるほか、誰もが使いや
すい施設機能を持たせる、また、近隣住宅への配慮も行い、住民の皆様が世代を問
わず利用していただける公園となるよう、ご意見をいただきながら篠町の皆様と
ともに、検討を進めていきたいと考えています。

生涯学習
部長

②実施予定 こん談会時の回答のとおりです

【質問等】
整備、除却等大変大きな工事になるが公園も
含めてスケジュールや目標年度はどうか。

児童館の除却については、今年度の10月ごろから稼働の予定としています。プー
ルの除却についは、公園整備と一体として進めていきたいと思っていますので、６
月に一度ワークショップを開催して、現在保育園、小学校、中学校等から意見を出し
ていただくようにお願いをしているところです。意見を今後集約していく中でスケ
ジュールも含め、進めていきたいと思っています。

生涯学習
部長

②実施予定

児童館の除却については、今年度の１１月１
４日から着手し、工事につきましては、先月
の２月２８日で工事を完了しました。なお、
プールの除却については、懇談会時の回答
のとおりです
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6
篠町自治
会

児童送迎車の問題について

児童を送迎する保護者の車や児童クラブの送迎車等によって自治会館前エリアが
混雑し危険な状態にあることの対策といたしまして、児童クラブ職員の通勤用車両
が１０台程自治会駐車場に駐車していたことから学校と調整をしまして、学校裏の
空き地等を職員の通勤用駐車場として確保させていただきました。また、児童クラ
ブの保護者の送迎は午後５時以降が多く、集中することがありますので、保護者に
向けて交通マナーを守って速やかに送迎いただくよう改めて周知したところです。
学校の簡易工事においても車が混雑する状況にあることから保護者に対しコーン
を設置しての注意喚起や駐車禁止を呼びかけるお知らせを配布し、徹底していま
す。今後についても、学校とより一層連携する中で、子どもたちの安全を確保でき
るよう努めていきたいと考えています。

教育部長 ③検討 こん談会時の回答のとおりです

【質問等】
夏休みの放課後児童クラブは篠町以外の地
域の方も使っておられるのか。

土日については3か所でお預かりを実施しています。その場合については篠町以外
の方の利用もありますが、それ以外については篠町のみの利用となっています。

教育部長 ③検討 こん談会時の回答のとおりです

【質問等】
一方通行の道を逆走して来られる方がいる。
交通安全等ルールを守っていただくよう教
育委員会から周知をしてほしい。

ご指摘いただいた、篠町以外のご利用者の方についても、今後交通ルールを守っ
ていただくよう徹底した指導を行っていきたいと思います。

教育部長 ③検討 こん談会時の回答のとおりです

その
他意
見等

馬堀から国道９号に抜ける計画は。
馬堀停車場篠線（第２工区）の事業認可期間が今年度中ですが、用地買収ができて
いないので期間を延ばす予定です。

まちづくり
推進部長

①実施

都市計画道路馬堀停車場篠線（第２工区）の
事業認可については、事業期間の延伸を行
うため手続きを進めています。年度内に変
更の手続きが整います。
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